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NEWS
2008.2~2008.7

出
版
会
活
動

◆『
森
鷗
外
と
原
田
直
次
郎
』を
二
月
二

十
五
日
よ
り
出
版

　

明
治
の
文
豪 

森
鷗
外
と
洋
画
家 

原
田
直
次

郎
の
青
春
と
そ
の
交
流
の
軌
跡
を
描
く
本
書
。

　

青
年
軍
医
森
林
太
郎
が
小
説
家
森
鷗
外
へ
と

変
身
し
た
の
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
画
学
生
原
田

直
次
郎
に
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

若
き
鷗
外
の
ロ
マ
ン
主
義
的
三
部
作
『
う
た
か

た
の
記
』『
舞
姫
』『
文
づ
か
ひ
』
に
込
め
ら
れ

た
二
人
の
青
春
の
記
憶
と
美
術
的
教
養
を
分
析

し
、
東
京
美
術
学
校
創
立
前
後
の
洋
画
家
が
お

か
れ
た
悲
劇
的
状
況
を
語
る
本
書
の
前
半
は
、

明
治
中
期
の
美
術
と
文
学
の
理
解
に
一
石
を
投

じ
る
も
の
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
新
曲『
浦
島
』」を
二
月
二
十

六
日
よ
り
発
売

　

明
治
の
文
豪
、
坪
内
逍
遙
が
日
本
の
古
典

『
浦
島
太
郎
』
を
題
材
に
書
い
た
和
洋
折
衷
楽

劇
の
台
本
『
新
曲
浦
島
』
は
、
当
時
絶
賛
を
受

け
た
が
、
舞
台
化
は
と
て
も
困
難
だ
っ
た
。
し

か
し
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
教
員
・
学
生
を
擁

す
る
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
が
、
洋

楽
系
の
教
員
・
学
生
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

世
界
初
と
な
る
全
三
幕
の
上
演
を
行
い
大
変
な

話
題
と
な
っ
た
。

　

本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、
坂
東
三
津
五
郎
が
逍
遙
役

で
出
演
す
る
な
ど
人
気
を
博
し
た
話
題
の
公
演

が
完
全
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
出
版
会
の
出
版
物
な
ど
は
、

藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
お
よ
び
ア
マ
ゾ
ン
（
ネ
ッ

ト
販
売
）
に
て
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
☎
〇
五
〇
‐
五

五
二
五
‐
二
一
〇
二
）

受
章
・
受
賞

◆
山
村
浩
二
教
授
の「
カ
フ
カ 

田
舎
医

者
」が
各
賞
を
総
な
め

　

大
学
院
映
像
研
究
科
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

山
村
浩
二
教
授
の
作
品
「
カ
フ
カ　

田
舎
医

者
」
が
次
の
各
賞
を
受
賞
し
た
。

　

五
月
一
日
、「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
国
際

ト
リ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
映
画
祭
」
グ
ラ
ン
プ
リ

　

五
月
七
日
、「
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

協
会
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
公
認
映
画
祭　

第
七
回

ア
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
第
一
位

　

五
月
八
日
、「M
O
N
S
TO
R
A
 2008 

第
七

回
リ
ス
ボ
ン
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
」

グ
ラ
ン
プ
リ

◆
山
村
浩
二
教
授
が「M

O
N
S
TO
R
A
 

2008 

第
七
回
リ
ス
ボ
ン
国
際
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
」ON

D
A
 C
U
R
TA

賞
を
受
賞

　

五
月
八
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
の
山
村
浩
二
教
授
が

「M
O
N
S
TO
R
A
 2008 

第
七
回
リ
ス
ボ
ン
国

際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
」
に
出
品
し
た
作

品
「
こ
ど
も
の
形
而
上
学
」
で
、O

N
D
A
 

C
U
R
TA

賞
を
受
賞
し
た
。

◆
黒
沢
清
教
授
が「
第
六
十
一
回
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
あ
る
視
点
部
門
」で
審

査
員
賞
を
受
賞

　

五
月
二
十
四
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
映
画

専
攻
黒
沢
清
教
授
が
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ソ
ナ
タ
」

で
第
六
十
一
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
あ
る
視
点

部
門
の
審
査
員
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
嶺
貞
子
名
誉
教
授
が
第
十
五
回「
信

毎
賞
」を
受
賞

　

六
月
四
日
、
嶺
貞
子
名
誉
教
授
が
、
日
本
に

お
け
る
イ
タ
リ
ア
歌
曲
の
第
一
人
者
と
し
て
国

内
外
で
広
く
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
さ
れ
、

第
十
五
回
信
毎
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
増
村
紀
一
郎
教
授
が
第
十
六
回
Ｍ
Ｏ
Ａ

岡
田
茂
吉
賞 

工
芸
部
門
大
賞
を
受
賞

　

六
月
十
一
日
、
美
術
学
部
増
村
紀
一
郎
教
授

が
漆
芸
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
評
価
さ

れ
、
第
十
六
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
岡
田
茂
吉
賞 

工
芸
部

門
大
賞
を
受
賞
し
た
。　

◆
増
村
紀
一
郎
教
授
が
重
要
無
形
文
化
財

「
髹
漆
」の
保
持
者
に
認
定

　

七
月
十
八
日
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
の
答
申

が
あ
り
、
増
村
紀
一
郎
教
授
（
工
芸
科
）
が
、

重
要
無
形
文
化
財
「
髹
漆
」（
き
ゅ
う
し
つ
）

の
保
持
者
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

  

「
髹
漆
」
と
は
、
漆
塗
を
主
と
す
る
漆
芸
技

法
の
こ
と
で
、
増
村
教
授
は
本
学
美
術
学
部
工

芸
科
お
よ
び
大
学
院
美
術
研
究
科
で
漆
芸
を
専

攻
後
、
幅
広
い
髹
漆
技
法
を
駆
使
し
た
精
緻
な

作
風
で
早
く
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

運　

営

◆
英
文
名
称
の
変
更

　

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
英
語
表
記
に
お
い
て
、

Tokyo N
ational U

niversity of Fine 
A
rts and M

usic

を
使
用
し
て
き
た
が
、
平

成
二
十
年
四
月
一
日
よ
り
、Tokyo U

niversi
-ty of the A

rts

（TU
A

）
に
変
更
し
た
。

　

従
来
の
美
術
と
音
楽
の
二
学
部
、
大
学
院
二

研
究
科
体
制
か
ら
、
映
画
、
メ
デ
ィ
ア
映
像
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
研
究
す
る
大
学
院
映
像
研

究
科
も
加
わ
り
新
し
い
体
制
と
な
る
こ
と
か
ら
、

一
層
幅
広
い
分
野
を
教
育
研
究
す
る
総
合
芸
術

大
学
と
し
て
、
名
称
を
短
く
親
し
み
や
す
い
も

の
に
変
更
す
る
も
の
。

◆
ス
ク
エ
ア・ピ
ア
ノ
修
復
完
成
返
還
式

　

大
学
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
、

チ
ッ
カ
リ
ン
グ
社
製
ス
ク
エ
ア
・
ピ
ア
ノ
修
復

完
成
返
還
式
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
一
八
七
九
年
に
文
部
省
が

ア
メ
リ
カ
か
ら
購
入
し
た
ピ
ア
ノ
十
数
台
の
う

ち
の
一
台
で
、
日
本
の
洋
楽
教
育
の
黎
明
期
に

使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

破
損
し
た
状
態
の
ま
ま
大
学
美
術
館
内
に
保
管

さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
社
団
法
人
日
本
ピ
ア
ノ

調
律
師
協
会
の
厚
意
に
よ
り
五
年
が
か
り
で
復

元
修
理
さ
れ
、
往
時
の
響
き
が
よ
み
が
え
っ
た
。

　

鍵
盤
や
響
板
な
ど
残
存
す
る
も
の
は
で
き
る

だ
け
使
用
し
、
ま
た
、
脚
、
屋
根
、
譜
面
台
な

ど
紛
失
し
た
部
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
も
の

を
新
た
に
制
作
し
て
復
元
さ
れ
た
ス
ク
エ
ア
・

ピ
ア
ノ
。
返
還
式
で
は
、「
先
人
が
練
習
し
た

楽
器
が
よ
み
が
え
り
、
感
慨
深
い
」
と
話
す
渡

邊
健
二
副
学
長
の
演
奏
に
よ
り
、
実
際
に
そ
の

音
色
が
披
露
さ
れ
た
。

◆
平
成
十
九
年
度
卒
業
式「
い
い
日
旅
立

ち
に
乾
杯
」

　

三
月
二
十
五
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
十
九
年

度
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
の
卒
業
式
は
、

器
楽
科
教
員
に
よ
る
奏
楽
で
幻
想
的
に
幕
を
開

け
、
学
長
式
辞
で
は
、
邦
楽
科
教
員
及
び
学
生

が
力
強
い
尺
八
を
奏
で
る
な
か
、
宮
田
亮
平
学

長
が
、
古
代
中
国
の
金
文
に
表
れ
た
「
慈
」
と

い
う
文
字
を
縦
横
約
二
メ
ー
ト
ル
の
特
製
パ
ネ

ル
に
揮
毫
し
て
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
よ
う
卒
業
生
を
激
励
し
た
。

◆
映
像
研
究
科
映
画
専
攻
修
了
制
作
展

　

三
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
横
浜
校

地
馬
車
道
校
舎
に
お
い
て
、
大
学
院
映
像
研
究

科
映
画
専
攻
第
二
期
生
の
修
了
制
作
作
品
が
上

映
さ
れ
た
。
二
年
間
の
集
大
成
で
あ
る
学
生
映

画
の
領
域
を
は
る
か
に
超
え
た
六
作
品
が
上
映

さ
れ
、
当
日
は
大
勢
の
観
客
の
な
か
、
盛
況
の

う
ち
に
閉
幕
し
た
。

◆
平
成
二
十
年
度
入
学
式

　

四
月
十
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
二
十
年
度
入

東
京
藝
術
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業

募
金
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

三
月
三
十
一
日
現
在
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

﹇
個
人
﹈

磯
貝
紀
枝　

岡
信
孝
則　

梶
川
勝
子

小
町
谷
朝
生　

須
賀
善
一　

鈴
木
敏
雄

田
渕
俊
夫　

外
山
雄
三　

中
山
靖
子

畑
中
良
輔　

三
木
敬
之　

宮
田
亮
平

雪
山
行
二　

和
田
省
司

﹇
企
業
・
団
体
等
﹈

（
有
）
イ
シ
イ
エ
ス
テ
ー
ト

（
株
）河
合
楽
器
製
作
所  

ス
ズ
デ
ン（
株
）

東
京
ト
ヨ
ペ
ッ
ト（
株
）  

中
村
工
業
（
株
）

（
有
）パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ツ　
（
株
）
遊
美
堂
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第17号刊行にあたって

　横浜の映像研究科にアニメーショ
ン専攻が設置され、今年度4月より
スタートした。拠点の万国橋校舎は
赤レンガ倉庫に近く、横浜らしさ漂
う皆がうらやむ環境だ。今回着任さ
れた立体アニメーション領域の伊藤
有壱先生に先日話を聞く機会があっ
たが、「とても順調で、充実してい
る」とのこと。新しい藝大の顔とし
て頼もしかった。
　アニメーション専攻の教員座談会
の中で特に印象深かったのは、批評
というものが衰退してしまったこと
について憂いている点だ。作品の
「紹介はあるけど批評はない」（出口
教授）昨今の状況は、何も新領域の
アニメーションに限ったことではな
い。すべての芸術分野が批評なき
“他人事”状態に陥っている。批評
こそ創造の肥やしであると同時に、
最も重要な情報交差であることを再
認識しなければ、そう強く感じた。

藝大通信編集長
長濱雅彦

展覧会・演奏会の最新情報は、東京藝術大学公式
Webサイト（http://www.geidai.ac.jp）をご覧ください。

展覧会についてのお問い合わせ
東京藝術大学大学美術館　Tel. 050-5525-2200
NTTハローダイヤル　Tel. 050-5777-8600

演奏会についてのお問い合わせ
東京藝術大学大学音楽学部演奏企画室
　Tel. 050-5525-2300

演奏会チケットの取り扱い
藝大アートプラザ　Tel. 050-5525-2102
ヴォートル・チケットセンター
　Tel. 03-5355-1280
チケットぴあ　Tel. 0570-02-0990
東京文化会館チケットサービス
　Tel. 03-5815-5452

藝大アートプラザのご案内
（株）藝大BiOn（ビオン）
　Tel.  050-5525-2102
　Fax 050-5525-2486

学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
廣
江
理
枝
准
教
授
が
演

奏
す
る
多
彩
な
音
色
と
荘
厳
な
響
き
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
で
、
緊
張
す
る
新
入
生
を
圧
倒
的
な

ス
ケ
ー
ル
で
包
み
込
み
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

学
長
式
辞
で
壇
上
に
上
が
っ
た
宮
田
学
長
が
、

揮
毫
し
た
「
目
」
と
い
う
文
字
を
掲
げ
、
恵
ま

れ
た
日
に
も
、
苦
難
が
続
く
と
き
も
、
自
ら
を

し
っ
か
り
見
つ
め
る
「
目
」
を
持
ち
、
悔
い
の

な
い
学
生
生
活
を
送
る
よ
う
励
ま
し
た
。

◆
油
絵
具「
油
一
／Y

U
IC
H
I

」全
国
販

売
へ

　

産
学
連
携
に
よ
る
研
究
成
果
を
世
に
問
う
試

み
と
し
て
、
本
学
が
初
め
て
商
品
化
し
た
油
絵

具
「
油
一
／Y

U
IC
H
I

」
の
発
売
か
ら
一
年
。

こ
れ
ま
で
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
の
み
販
売
さ

れ
て
い
た
「
油
一
／Y

U
IC
H
I

」
が
、
五
月
よ

り
全
国
販
売
さ
れ
た
。

◆
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
員
が
附

属
音
楽
高
等
学
校
へ
来
校

　

五
月
二
十
二
日
、
公
演
の
た
め
来
日
し
た
ア

メ
リ
カ
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
の
メ

ン
バ
ー
が
、
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校
を

訪
れ
、
生
徒
た
ち
と
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

世
界
有
数
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
同
楽
団

メ
ン
バ
ー
の
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
に
、
生
徒
た

ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
予
定
の
時
間
を
は
る

か
に
超
え
る
充
実
し
た
交
流
会
と
な
っ
た
。

◆
宙（
そ
ら
）へ
│
学
長
と
語
ろ
う
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
│

　

五
月
三
十
一
日
、
第
三
回
「
学
長
と
語
ろ
う

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
ゲ
ス
ト
に
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
の
向
井
千
秋
氏
を
招
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
は
、
宮
田
学
長
の
「
宇
宙
飛
行
と
い

う
未
知
な
る
体
験
を
さ
れ
た
向
井
さ
ん
の
お
話

を
聞
き
な
が
ら
、
私
た
ち
も
そ
の
感
動
を
共
有

し
た
い
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
、
向
井
氏
の

「
宇
宙
で
は
、
天
女
の
よ
う
に
舞
っ
た
」
と
い

う
無
重
力
空
間
の
こ
と
や
、「
地
上
に
降
り
立

っ
た
と
き
に
重
力
が
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
た

こ
と
が
一
番
印
象
的
だ
っ
た
」
と
の
体
験
談
に
、

感
動
を
共
有
し
た
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
第
二
部
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

向
井
氏
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
Ｗ
．
Ａ
．
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
第
四
十
一
番
《
ジ
ュ
ピ
タ

ー
》、
Ｇ
．
ホ
ル
ス
ト
組
曲
《
惑
星
》
か
ら

〈
木
星
（
ジ
ュ
ピ
タ
ー
）〉
が
音
楽
学
部
学
生
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
、
参
加
者
を

創
造
の
宇
宙
空
間
へ
と
誘
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
な

い
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、
奏
楽
堂
に
集
っ

た
す
べ
て
の
人
々
が
《
故
郷
》
を
合
唱
し
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

◆
奏
楽
堂
で「
ら
く
ご
ペ
ラ
」

　

七
月
六
日
、
奏
楽
堂
で
恒
例
と
な
っ
た
「
藝

大
と
あ
そ
ぼ
う
〈
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
逆
襲
２
〜

オ
ペ
ラ
星
か
ら
の
使
者
〜
〉」
演
奏
会
が
開
か

れ
た
。

　

こ
の
「
藝
大
と
あ
そ
ぼ
う
」
は
、
生
の
演
奏

に
初
め
て
接
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、
音
楽
と
の

楽
し
い
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
、
少
し
で
も

音
楽
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
試

み
の
一
つ
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ス
ト
リ
ン
グ
王
国
の
ヴ
ィ

オ
リ
ー
ノ
王
と
ア
ル
パ
姫
の
結
婚
式
の
お
祝
い

の
品
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
星
か
ら
贈
ら
れ
た
美
し

い
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
（
オ
ラ
ン
パ
ト
ラ
）
と
、
や

は
り
オ
ペ
ラ
星
か
ら
や
っ
て
き
た
謎
の
吟
遊
詩

人
（
タ
ン
ホ
イ
ッ
サ
）
を
め
ぐ
る
物
語
を
軸
に

落
語
仕
立
て
で
進
め
ら
れ
、
上
方
落
語
界
の
ホ

ー
プ
桂
小
米
朝
師
匠
が
語
り
手
と
ヴ
ィ
オ
リ
ー

ノ
王
を
演
じ
た
。

　

小
米
朝
師
匠
は
こ
れ
ま
で
に
も
各
地
で
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
競
演
し
、
オ
ペ
ラ
と
上
方
落
語
と

を
合
体
さ
せ
た
「
ら
く
ご
ペ
ラ
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
本
公
演
も
ま
さ
に
落
語
と
オ
ペ
ラ

の
ア
リ
ア
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
と

な
っ
た
。

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数
（
平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
現
在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ 

個
人
一
四
八
名

 

法
人
六
団
体

特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ 

個
人
二
四
名

◆
今
年
度
上
半
期
に
開
催
さ
れ
た
主
な

展
覧
会
、演
奏
会
記
録

大
学
美
術
館

芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　

会
期　

四
月
十
日
〜
七
月
二
十
一
日

　

入
場
者
数　

約
六
万
三
七
二
五
名

バ
ウ
ハ
ウ
ス
・
デ
ッ
サ
ウ
展

　

会
期　

四
月
二
十
六
日
〜
七
月
二
十
一
日

　

入
場
者
数　

約
八
万
三
八
八
九
名

奏
楽
堂

第
三
回 

東
京
藝
術
大
学
奏
楽
堂
企
画 

学
内
公

募
最
優
秀
企
画　

国
撃
タ
レ
テ
響
キ
在
リ

　

開
催
日　

三
月
十
五
日

　

入
場
者
数　

五
六
九
名

薬
師
寺 

一
三
〇
〇
年
の
響
き

　

開
催
日　

四
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

　

入
場
者
数　

九
一
〇
、
九
一
一
名

藝
大
と
あ
そ
ぼ
う 

〈
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
逆
襲
２ 

〜
オ
ペ
ラ
星
か
ら
の
使
者
〜
〉

　

開
催
日　

七
月
六
日

入
場
者
数　

七
〇
一
名




